
資源の有効利用と環境汚染の防止のため、

小型家電の回収にご協力ください。

回収対象の小型家電（例）

回収ボックスの投入口［４０㎝×２０㎝］に入るもの 詳しくは裏面へ

携帯電話／ＰＨＳ
パーソナルコンピュータ

（パソコン） 電話／ＦＡＸ
デジタルカメラ／

デジタルビデオカメララジオ

電子書籍端末
デジタルオーディオ

プレーヤ

ヘアドライヤー

ＤＶＤプレーヤ／

ビデオテープレコーダ

メモリーカード

ゲーム機

電子辞書／電卓

カーナビ／

ＥＴＣ車載器ユニット
時計

電子体温計

（回収場所Ⓐ～Ⓔ）

懐中電灯
リモコン／ＡＣアダプタ

ケーブル／充電器

出せないもの
・テレビ・エアコン

・冷蔵庫、冷凍庫

・洗濯機、衣類乾燥機

・充電式電池・乾電池

！
ご注意ください！

●個人情報は、必ず消去してください

●回収した小型家電は返却できません

●電池は取り外してください

●家庭から排出されるものに限ります

（事業所からの排出物は対象外です）

を無料で回収しています

※パソコンを除き、従来通り”燃やせないごみ”として粗大ごみ等受付センター（☎083-254-5380）へ
戸別収集を申し込むことも可能ですが、各施設での回収にご協力ください。

※分解された家電及びパソコンをパーツ交換した際に出る廃部品は、回収の対象になりません。”燃やせ

ないごみ”で出してください。

なお、分解したパソコンも回収の対象になりませんので、故意にパソコンを分解しないでください。

問い合わせ先 クリーン推進課 ☎０８３－２５２－７１６５



回収場所・回収日時

回収場所

①携帯電話端末、ＰＨＳ端末、ワープロ、パーソナルコンピュータ（モニター含む）

※これらには、タブレット型情報通信端末を含みます。

②電話機、ファクシミリ

③ラジオ

④デジタルカメラ、ビデオカメラ、フィルムカメラ

⑤映像用機器：ＤＶＤ-ビデオ、ＨＤＤレコーダ、ＢＤレコーダ/ プレーヤ、ビデオテープレコーダ （セット）、

チューナ、ＳＴＢ

⑥音響機器：ＭＤプレーヤ、デジタルオーディオプレーヤ（フラッシュメモリ）、デジタルオーディオプレーヤ（ＨＤＤ）、

ＣＤプレーヤ、デッキ除くテープレコーダ、ヘッドホン及びイヤホン、 ＩＣレコーダ、補聴器

⑦補助記憶装置：ハードディスク、ＵＳＢメモリ、メモリーカード

⑧電子書籍端末

⑨電子辞書、電卓

⑩電子血圧計、電子体温計（回収場所Ⓐ～Ⓔのみ）

⑪理容用機器：ヘアドライヤー、ヘアーアイロン、電気かみそり、電気バリカン、電動歯ブラシ、電気かみそり洗浄機

⑫懐中電灯

⑬時計

⑭ゲーム機：据置型ゲーム機、携帯型ゲーム機、ハンドヘルドゲーム（ミニ電子ゲーム）、ハイテク系トレンドトイ

⑮カー用品：カーナビ、カーカラーテレビ、カーチューナ、カーステレオ、カーラジオ、カーＣＤプレーヤ、カーＤＶＤ、

カーＭＤ、カースピーカ、カーアンプ、ＶＩＣＳユニット、ＥＴＣ車載ユニット

⑯これらの付属品：リモコン、ＡＣアダプタ、ケーブル、プラグ・ジャック、充電器等

Ⓐ下関市リサイクルプラザ啓発棟

（愛称「しものせき環境みらい館」）

Ⓑ菊川総合支所市民生活課

Ⓒ豊田総合支所市民生活課

Ⓓ豊浦総合支所市民生活課

Ⓔ豊北総合支所市民生活課

Ⓕ下関市役所本庁舎西棟１階エントランスホール

Ⓖ奥山工場

Ⓗ吉母管理場

Ⓘクリーンセンター響

〈回収時間〉１０：００～１７：００

〈休 館 日〉月（祝日の場合は翌日）、年末年始

回収日時

※回収場所により回収日時が異なります。ご注意ください。

回収品目（詳細）

〈回収時間〉８：３０～１７：１５

〈閉 庁 日〉土日祝、年末年始

〈回収時間〉８：１５～１６：００

〈休 業 日〉土日、年末年始

パソコンについては、「各メーカー」又は「パソコン３Ｒ推進協会」（☎03-5282-7685）にお問い合わせください。

国の認定事業者「リネットジャパンリサイクル㈱」（☎0570-085-800）と協定を締結し、宅配便による回収を実施しています。パソ コン

本体を含んだ場合、回収１回につき１箱が無料となります。（箱のサイズは、縦・横・高さの合計が140㎝、重量は20㎏以内）

○メーカーによる回収

○宅配便による回収

☎083-252-7220

☎083‐287-4004

☎083‐766-2187

☎083-772-4017

☎083‐782-1925

☎083‐257-5311

☎083‐286-2803

☎083‐776-0321

※パーソナルコンピュータ（パソコン）を除き、上記の品目については、従来通り”燃やせないごみ”として粗大ごみ等収集受付センター
（☎083-254-5380）へ戸別収集を申し込むことも可能です。

※分解された家電及びパソコンをパーツ交換した際に出る廃部品は、回収の対象になりません。”燃やせないごみ” で出してください。

なお、分解したパソコンも回収の対象になりませんので、故意にパソコンを分解しないでください。


